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［
近
代
部
門
］ 

 
◆
第
一
会
場 

0807

教
室 

一
〇
時
半
開
始 

 

明
治
中
期
に
お
け
る
「
雑
種
児
」
表
象
と
そ

の
言
説
的
背
景 

―
―

半
井
桃
水
『
胡
砂
吹
く
風
』
・
広
津
柳

浪
『
異
り
種
』
を
中
心
に―

―
 

ブ
ラ
ッ
ド
リ
ー
桜
ミ
シ
ェ
ル 

 

本
発
表
は
、
半
井
桃
水
『
胡
砂
吹
く
風
』

（
明
治
二
四
～
二
五
年
）
・
広
津
柳
浪
『
異

(

か
わ)

り
種
』
（
明
治
二
七
年
）
の
二
つ
の

文
学
テ
ク
ス
ト
を
対
象
と
し
、
同
時
代
の

「
雑
婚
」
お
よ
び
「
雑
種
児
（
あ
ひ
の
こ
／

mixed race

）
」
論
を
め
ぐ
る
言
説
を
検
討

す
る
も
の
で
あ
る
。
『
胡
砂
吹
く
風
』
は
朝

鮮
人
と
日
本
人
と
の
混
血
児
・
林
正
元
が
日

朝
関
係
の
構
築
の
た
め
に
奔
走
す
る
政
治
小

説
の
性
格
を
持
つ
。
一
方
『
異
り
種
』
で
は

日
英
混
血
児
・
お
英
の
苦
悩
と
転
落
が
語
ら

れ
る
。 

明
治
二
〇
～
三
〇
年
代
に
は
、
高
橋
義
雄

『
日
本
人
種
改
良
論
』
（
明
治
一
七
年
）
を

嚆
矢
と
し
、
「
雑
婚
」
や
「
雑
種
児
」
を
め

ぐ
る
議
論
が
社
会
学
・
衛
生
学
等
の
領
域
で

活
発
化
し
た
。
こ
れ
ら
は
日
本
人
の
男
女
を

よ
り
「
優
れ
た
」
臣
民
へ
と
「
改
良
」
し
よ

う
と
す
る
言
説
や
、
国
内
の
外
国
人
の
流
動

性
に
関
す
る
是
非
を
問
う
い
わ
ゆ
る
「
内
地

雑
居
論
」
と
も
結
び
つ
い
た
。 

こ
う
し
た
言
説
状
況
の
も
と
で
「
雑
種

児
」
表
象
が
国
家
的
統
合
と
排
除
の
双
方
に

関
わ
る
装
置
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
。 

（
名
古
屋
大
学
大
学
院
） 

   

岡
田
八
千
代
『
新
緑
』
論 

大
串 

雛
子 

 

岡
田
八
千
代
（
当
時
小
山
内
八
千
代
）
の

『
新
緑
』
（
上
巻
・
明
治
三
九
年
、
下
巻
・

明
治
四
〇
年
刊
）
は
、
当
時
若
手
で
売
り
出

し
中
で
あ
っ
た
俳
優
・
井
上
正
夫
を
モ
デ
ル

と
し
た
小
説
で
あ
る
。
明
治
期
を
代
表
す
る

名
優
た
ち
が
没
し
た
後
の
歌
舞
伎
界
を
圧
倒

し
て
新
派
が
隆
盛
の
時
代
を
迎
え
て
い
た
当

時
、
伊
井
蓉
峰
が
座
長
を
つ
と
め
る
真
砂
座

に
取
材
し
小
説
を
書
く
の
は
、
新
派
を
対
象

に
す
る
劇
評
家
の
少
な
か
っ
た
明
治35

年

か
ら
新
派
の
劇
評
を
書
き
、
そ
の
実
態
を
熟

知
し
て
い
た
八
千
代
で
あ
る
か
ら
こ
そ
可
能

で
あ
っ
た
と
言
え
る
。 

舞
台
上
と
観
客
と
の
間
に
一
定
の
知
識
の

共
有
が
あ
る
歌
舞
伎
に
比
べ
て
、
新
し
い
形

式
を
模
索
し
て
い
た
新
派
に
対
す
る
八
千
代

の
劇
評
は
よ
り
詳
細
か
つ
具
体
的
と
評
さ
れ

る
。
演
劇
に
対
す
る
文
章
を
発
表
す
る
こ
と

は
、
視
覚
・
聴
覚
と
い
っ
た
非
言
語
の
効
果

が
重
要
で
あ
る
演
劇
を
言
語
に
変
換
し
表
現

す
る
こ
と
だ
が
、
劇
評
で
そ
の
経
験
を
積
ん

だ
八
千
代
は
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
る
小
説
に
応
用
し
よ
う
と
試
み

て
い
る
の
か
検
討
を
行
う
。 

（
明
治
大
学
大
学
院
） 
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長
田
幹
彦
〈
旅
役
者
も
の
〉
の
素
材 

浅
井 

航
洋 

 

長
田
幹
彦
は
明
治
末
期
に
『
澪
』
と
『
零

落
』
と
い
う
旅
役
者
を
題
材
と
し
た
作
品
に

よ
っ
て
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
。

『
澪
』
と
『
零
落
』
は
文
壇
で
高
く
評
価
さ

れ
、
現
在
で
も
幹
彦
の
代
表
作
と
み
な
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
〈
旅
役
者
も
の
〉
は
、
幹

彦
が
明
治
四
四
年
に
北
海
道
で
旅
役
者
一
座

と
交
流
し
た
経
験
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
て

お
り
、
先
行
研
究
に
お
い
て
も
幹
彦
の
実
体

験
が
か
な
り
反
映
さ
れ
た
作
品
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
幹
彦
の
北
海
道
に

お
け
る
足
跡
に
は
不
明
瞭
な
点
が
多
く
、
モ

デ
ル
と
な
っ
た
旅
役
者
一
座
の
実
態
や
幹
彦

と
の
具
体
的
な
関
わ
り
に
つ
い
て
は
検
討
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
当
時

の
北
海
道
地
方
新
聞
の
記
事
調
査
を
通
じ

て
、
幹
彦
が
関
わ
っ
た
旅
役
者
一
座
の
動
向

の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の

調
査
結
果
と
旅
役
者
に
関
す
る
同
時
代
言
説

を
補
助
線
と
し
て
、
作
品
に
お
け
る
旅
役
者

の
描
か
れ
方
を
検
討
す
る
。
こ
れ
ら
の
作
業

を
通
じ
て
作
品
に
お
け
る
虚
実
の
構
造
を
浮

か
び
上
が
ら
せ
、
〈
旅
役
者
も
の
〉
の
新
た

な
読
解
を
試
み
た
い
。 

（
甲
子
園
大
学
） 

   

谷
崎
潤
一
郎
「
病
蓐
の
幻
想
」
論 

―
―

サ
ウ
ン
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
視
座
か

ら 

木
村 

天
使 

 
本
発
表
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の
「
病
蓐
の
幻

想
」
（
一
九
一
六
・
一
一
）
に
お
け
る
聴
覚

の
様
態
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
作
は

神
経
衰
弱
と
歯
痛
か
ら
幻
聴
と
幻
覚
を
患

い
、
生
じ
た
耳
鳴
り
か
ら
大
地
震
の
予
兆
で

あ
る
地
鳴
り
を
想
起
し
て
怯
え
る
、
〈
彼
〉

の
幻
想
を
描
い
た
物
語
で
あ
る
。
谷
崎
は
の

ち
に
「
「
九
月
一
日
」
前
後
の
こ
と
」
（
一

九
二
七
・
一
）
で
本
作
を
取
り
上
げ
て
、

「
地
震
に
対
す
る
恐
怖
と
、
そ
れ
に
基
く
幻

想
と
を
主
に
し
て
取
り
扱
つ
た
も
の
」
と
言

及
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
本
作
は
、
関
東

大
震
災
の
言
説
と
結
び
つ
き
な
が
ら
議
論
さ

れ
て
き
た
。
し
か
し
本
作
を
読
み
解
け
ば
、

「
地
震
に
対
す
る
恐
怖
」
か
ら
生
ま
れ
る

「
幻
想
」
に
先
だ
っ
て
、
歯
痛
や
幻
聴
と
い

っ
た
身
体
感
覚
が
描
写
さ
れ
、
物
語
内
の
現

実
と
虚
構
の
結
節
点
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

窺
わ
れ
る
。
本
作
で
試
み
ら
れ
た
内
的
な
音

の
導
入
は
、
テ
ク
ス
ト
で
如
何
に
機
能
し
て

い
る
の
か
。
サ
ウ
ン
ド
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の

視
座
か
ら
検
討
し
、
大
正
期
に
お
け
る
谷
崎

の
文
学
表
現
の
特
質
の
一
端
を
明
ら
か
に
し

て
み
た
い
。 

（
佛
教
大
学
大
学
院
） 

   

江
戸
川
乱
歩
「
二
銭
銅
貨
」
論 

―
―

Ｅ
・
Ａ
ポ
ー
「
黄
金
虫
」
と
の
翻
案
関

係
に
つ
い
て―

―
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狩
野 

仁 

  
「
二
銭
銅
貨
」
は
「
新
青
年
」(

一
九
二

三
・
四)
に
掲
載
さ
れ
た
乱
歩
の
デ
ビ
ュ
ー

作
で
あ
る
。
本
作
と
Ｅ
・
Ａ
ポ
ー
の
「
黄
金

虫
」(

一
八
四
三
・
六)

の
関
係
に
つ
い
て
は

こ
れ
ま
で
複
数
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
例
え
ば

本
作
が
、
ポ
ー
の
作
品
の
要
素
を
多
分
に
含

む
模
倣
で
あ
る
と
す
る
も
の
、
「
二
銭
銅

貨
」
の
独
創
性
を
犯
人
探
し
が
存
在
す
る
探

偵
小
説
で
あ
る
と
論
じ
た
も
の
な
ど
が
あ

る
。 

 

し
か
し
、
翻
訳
・
翻
案
の
観
点
に
つ
い
て

は
ま
だ
研
究
の
余
地
が
見
ら
れ
る
。 

 

本
発
表
で
は
、
両
作
品
の
比
較
研
究
を
引

き
継
ぎ
つ
つ
、
作
中
の
「
六
連
銭
」
、
暗
号

解
読
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
「
南
無
阿
弥
陀

仏
」
、
六
点
式
点
字
な
ど
の
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
要
素
に
着
目
す

る
。
本
作
が
「
黄
金
虫
」
を
下
敷
き
と
し
な

が
ら
、
当
時
の
日
本
に
お
い
て
普
及
し
て
い

た
文
化
を
い
か
に
取
り
込
ん
で
い
た
の
か
、

そ
の
翻
案
の
様
相
を
検
証
し
て
い
き
た
い
。 

（
龍
谷
大
学
大
学
院
） 

   

◆
第
二
会
場 

0808

教
室 

一
〇
時
半
開
始 

 

金
史
良
「
草
深
し
」
論 

金 

善
泰 

 

金
史
良
「
草
深
し
」(

『
文
藝
』
一
九
四

〇
．
七)

は
、
日
本
帝
国
の
植
民
地
支
配
の

も
と
で
疲
弊
し
た
朝
鮮
の
人
民
を
描
く
こ
と

を
通
し
て
、
金
史
良
の
民
族
主
義
が
発
現
さ

れ
て
い
る
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
特
に
本
作

の
主
人
公
で
あ
る
朴
仁
植
は
、
金
史
良
の
平

壌
普
通
高
等
学
校
時
代
の
経
験
や
、
一
九
三

五
年
『
東
亜
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
紀
行
文

に
よ
っ
て
人
物
造
形
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

本
作
の
語
り
手
は
、
一
九
四
〇
年
の
時
点
に

立
っ
て
お
り
、
一
九
三
〇
年
代
の
自
分
を
相

対
化
す
る
。
本
発
表
で
は
、
本
作
を
語
り
手

の
経
験
が
後
述
的
に
語
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス

ト
と
し
て
読
み
直
す
。
こ
れ
を
通
し
て
、
語

り
手
の
自
己
懐
疑
と
し
て
語
ら
れ
る
知
識
人

の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
に
つ
い
て
分
析
す
る
。 

（
神
戸
大
学
大
学
院
） 

   

太
宰
治
「
恥
」
を
中
心
に 

―
―

育
て
た
い
女
た
ち 

玉
田 

琴
乃 

 

ま
ず
、
太
宰
治
の
女
性
独
白
体
に
よ
る
複

数
の
作
品
は
、
語
り
手
が
他
者
を
支
え
、
仕

立
て
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
の
、
そ
の
期
待

や
理
想
を
裏
切
ら
れ
て
い
く
物
語
構
造
を
有

す
る
と
指
摘
す
る
。
語
り
手
で
あ
る
女
性
が

他
者
を
支
援
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
そ
の

他
者
よ
り
も
優
位
に
立
と
う
と
す
る
無
意
識

的
な
支
配
欲
と
一
体
で
あ
る
。
語
り
手
た
ち

が
物
語
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
欲
望
は
相

対
化
さ
れ
、
同
時
に
、
女
性
た
ち
の
過
剰
な

ケ
ア
が
徒
労
で
あ
る
こ
と
も
暴
か
れ
る
。
こ

れ
ら
は
特
に
「
燈
籠
」
、
「
き
り
ぎ
り

す
」
、
「
恥
」
と
い
っ
た
作
品
に
お
い
て
明
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瞭
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
発
表

で
は
、
「
恥
」
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
。
男

性
作
家
で
あ
る
「
戸
田
」
を
育
て
あ
げ
よ
う

と
し
た
語
り
手
「
和
子
」
の
語
り
を
丹
念
に

読
み
、
彼
女
の
行
動
が
ス
ト
ー
カ
ー
心
理
学

に
お
け
る
行
為
の
段
階
に
重
な
る
点
な
ど
を

踏
ま
え
つ
つ
、
そ
の
支
援
と
欲
望
の
あ
り
よ

う
を
分
析
す
る
。
そ
し
て
、
「
和
子
」
の
幻

想
が
、
他
者
で
あ
る
「
戸
田
」
と
の
関
係
を

現
実
に
築
こ
う
と
す
る
中
で
崩
壊
す
る
様
を

捉
え
て
い
く
。 

（
工
学
院
大
学
非
常
勤
／ 

学
習
院
大
学
大
学
院
） 

   

〈
女
学
生
〉
を
手
が
か
り
と
し
て
林
芙
美
子

の
後
期
作
品
を
読
む 

廖 

秀
娟 

 

林
芙
美
子
は
幼
少
期
、
母
と
養
父
に
伴
わ

れ
て
不
安
定
な
生
活
を
送
り
、
転
校
を
繰
り

返
し
た
が
、
一
九
一
六
年
に
尾
道
へ
定
住
し

て
よ
う
や
く
安
定
し
た
学
生
生
活
を
得
た
。

恩
師
に
文
才
を
認
め
ら
れ
尾
道
市
立
高
等
女

学
校
へ
進
学
し
、
国
語
教
師
の
指
導
を
受
け

て
文
学
の
道
を
志
す
契
機
を
得
た
。
在
学
期

は
〈
新
し
い
女
〉
の
風
潮
が
広
が
り
、
少
女

文
学
が
繁
栄
し
た
時
代
で
あ
る
。
彼
女
の
文

学
作
品
は
、
大
正
期
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な

風
格
を
備
え
る
と
同
時
に
、
戦
時
下
に
は
戦

闘
の
鼓
声
を
響
か
せ
、
さ
ら
に
戦
後
に
は
退

廃
と
沈
淪
の
様
相
を
も
映
し
出
し
て
い
る
。

統
計
的
分
析
に
よ
り
、
戦
前
・
戦
後
を
通
じ

て
複
数
の
作
品
に
〈
女
学
生
〉
が
登
場
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
る
が
、
従
来
研
究
で
は
こ

の
点
へ
の
論
究
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な

い
。
本
研
究
は
後
期
作
品
を
対
象
に
〈
女
学

生
〉
と
い
う
役
割
設
定
の
意
義
を
明
ら
か
に

し
、
新
た
な
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
で
開
拓

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
。 （

元
智
大
學
） 

   

『
復
興
期
の
精
神
』
の
パ
ラ
テ
ク
ス
ト 

―
―

「
抵
抗
の
書
」
に
な
る
ま
で―

―
 

孫 

ロ
カ 

 

戦
後
文
学
を
語
る
に
避
け
て
は
通
れ
な
い

花
田
清
輝
の
『
復
興
期
の
精
神
』
（
我
観

社
、
一
九
四
六
年
）
は
、
初
版
以
降
数
回
も

版
を
重
ね
て
き
た
。
今
の
最
新
版
で
あ
る
講

談
社
文
芸
文
庫
版
は
、
こ
の
著
作
を
「
戦
時

下
執
筆
の
比
類
な
き
抵
抗
の
書
」
と
し
て
宣

伝
し
て
い
る
よ
う
に
、
大
胆
で
難
解
な
レ
ト

リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
戦
争
に
対
す
る
抵
抗
を
表

し
た
エ
ッ
セ
イ
集
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
際
に
用
い
ら
れ
る

「
抵
抗
」
の
概
念
そ
の
も
の
に
対
す
る
考
察

は
、
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

同
時
代
評
に
は
姿
す
ら
現
さ
な
い
こ
の
語
彙

が
、
一
九
五
〇
年
頃
に
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
文
学

の
流
行
に
よ
っ
て
再
発
明
さ
れ
、
二
一
世
紀

に
入
っ
て
か
ら
は
人
文
学
研
究
の
キ
ー
ワ
ー

ド
の
一
つ
と
な
っ
た
。
本
研
究
は
、
重
版
の

度
に
テ
ク
ス
ト
に
つ
き
加
え
ら
れ
て
き
た
パ

ラ
テ
ク
ス
ト
（
作
者
に
よ
る
あ
と
が
き
、
評

論
家
に
よ
る
解
説
、
出
版
社
の
宣
伝
戦
略
な
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ど
）
と
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
お
け
る
「
抵

抗
」
を
め
ぐ
る
言
説
状
況
を
細
か
く
分
析

し
、
こ
の
「
抵
抗
の
書
」
の
形
成
過
程
を
探

っ
て
い
き
た
い
。 

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
） 

   

椎
名
麟
三
「
永
遠
な
る
序
章
」
論 

祝 

影
紅 

  

椎
名
麟
三
の
は
じ
め
て
の
長
編
小
説
「
永

遠
な
る
序
章
」
は
、
一
九
四
八
年
に
河
出
書

房
の
長
編
書
き
下
ろ
し
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
。
本
作
は
、
戦
後
の
廃
墟
を
生
き

る
主
人
公
・
砂
川
安
太
が
余
命
宣
告
さ
れ
て

死
ぬ
ま
で
の
六
日
間
、
死
の
恐
怖
に
震
え
な

が
ら
生
き
る
「
パ
ト
ス
」
を
つ
か
ん
で
い
く

過
程
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
同
時
代
評
で

は
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
深
夜
の
酒
宴
」
（
一
九

四
七
）
か
ら
受
け
継
い
だ
極
端
な
観
念
性
が

難
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
絶
望
か

ら
脱
出
し
、
生
を
見
つ
め
直
そ
う
と
す
る
点

か
ら
、
椎
名
文
学
に
お
け
る
重
要
な
転
換
点

と
し
て
評
価
さ
れ
て
き
た
。
題
名
を
は
じ

め
、
本
作
で
は
同
じ
記
述
や
表
現
、
モ
チ
ー

フ
の
繰
り
返
し
が
目
立
ち
、
反
復
の
イ
メ
ー

ジ
が
散
見
さ
れ
る
。
創
作
ノ
ー
ト
で
も
キ
ル

ケ
ゴ
ー
ル
「
反
復
論
」
へ
の
言
及
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
本
作
は
反
復
を
方
法
的
に
導

入
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
発
表
で

は
、
創
作
ノ
ー
ト
を
手
が
か
り
に
、
反
復
と

い
う
要
素
に
つ
い
て
検
討
し
つ
つ
、
そ
れ
が

い
か
に
パ
ト
ス
の
発
生
に
つ
な
が
る
か
を
考

察
す
る
。 

（
神
戸
大
学
大
学
院
） 

   

川
端
康
成
に
お
け
る
モ
デ
ル
へ
の
意
識
と

「
故
園
」 

―
―

モ
デ
ル
と
作
品
と
の
乖
離
を
中
心
に 

松
井 

啓
一
郎 

 

川
端
康
成
は
批
評
家
と
し
て
、
モ
デ
ル
小

説
に
つ
い
て
た
び
た
び
言
及
し
て
き
た
作
家

で
あ
る
。
川
端
は
、
実
在
の
人
物
を
モ
デ
ル

と
し
た
作
品
を
書
く
こ
と
／
読
む
こ
と
に
つ

い
て
、
完
全
な
写
実
／
読
解
が
不
可
能
な
も

の
と
見
做
し
て
い
る
。
一
方
で
川
端
は
、
自

身
や
周
囲
の
人
物
を
モ
デ
ル
と
し
た
作
品
を

多
く
残
し
て
お
り
、
モ
デ
ル
小
説
の
不
可
能

性
に
向
き
合
っ
て
き
た
作
家
と
も
い
え
る
。

中
で
も
「
故
園
」
（
『
文
藝
』
昭
一
八
・
五

～
昭
二
〇
・
一
）
は
、
小
説
の
冒
頭
で
モ
デ

ル
小
説
の
不
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
る
ほ

か
、
語
り
手
が
「
故
園
」
執
筆
中
の
「
作

者
」
に
言
及
す
る
メ
タ
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
の
手
法

が
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
川
端
の
モ
デ
ル

小
説
に
対
す
る
模
索
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
こ
の
観
点
か
ら
本
発
表
で
は
、
「
故

園
」
前
後
に
お
け
る
川
端
の
モ
デ
ル
小
説
へ

の
言
及
を
整
理
・
分
析
し
た
う
え
で
、
「
故

園
」
中
で
の
、
モ
デ
ル
小
説
を
書
く
／
読
む

行
為
へ
の
言
及
が
作
品
解
釈
に
及
ぼ
す
影
響

や
、
モ
デ
ル
小
説
の
不
可
能
性
が
い
か
に
表

象
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た

い
。 

（
青
山
学
院
大
学
大
学
院
） 
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   NHK

『Snow Country

』
に
み
る
川
端
康
成

『
雪
国
』
の
再
解
釈 

梁 

蘊
嫻 

 

川
端
康
成
『
雪
国
』
は
、
こ
れ
ま
で
た
び
た

び
映
像
化
さ
れ
て
き
た
。
本
発
表
で
は
、

2022

年
にNHK

が
制
作
し
た
『Snow 

Country

』
（
演
出
：
渡
辺
一
貴
）
を
取
り

上
げ
る
。 

『
雪
国
』
は
、
島
村
と
駒
子
の
不
倫
の
愛
を

描
い
た
作
品
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
し
か
し
、
本
発
表
で
取
り
上
げ
る

『Snow Country

』
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る

読
み
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
で
は
、

原
作
に
お
い
て
曖
昧
に
描
か
れ
て
い
る
駒

子
・
幸
男
・
葉
子
の
関
係
が
、
島
村
の
視
点

を
通
し
て
解
き
ほ
ぐ
さ
れ
、
純
愛
の
物
語
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。 

川
端
康
成
特
有
の
抒
情
的
な
描
写
や
感
性

は
、
『Snow Country

』
に
お
い
て
は
理
性

的
な
叙
述
へ
と
置
き
換
え
ら
れ
、
作
品
全
体

が
サ
ス
ペ
ン
ス
風
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
本

発
表
で
は
、
『Snow Country

』
の
分
析
を

通
し
て
、
『
雪
国
』
の
新
た
な
解
釈
の
可
能

性
を
示
す
と
と
も
に
、
映
画
ア
ダ
プ
テ
ー
シ

ョ
ン
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。 

（
元
智
大
学
） 

   

◆
第
三
会
場 

0809

教
室 

一
〇
時
半
開
始 

 

夷
齋
石
川
淳
「
花
」
論 

―
―

『
諸
花
抛
入
指
南
聞
書
』
と
戦
後
草
月

流
の
広
が
り―

―
 

倉
持 

紗
季 

 

本
発
表
で
取
り
上
げ
る
石
川
淳
の
「
花
」

は
、
一
九
五
三
年
一
月
に
「
夷
齋
清
言
」
の

第
五
回
と
し
て
『
文
学
界
』
に
掲
載
さ
れ
た

後
、
単
行
本
『
夷
齋
清
言
』
（
新
潮
社
、
一

九
五
四
・
四
）
に
収
録
さ
れ
た
。
単
行
本
で

は
、
『
草
人
木
』
に
お
け
る
身
分
の
区
別
を

論
じ
た
「
ワ
ビ
」
と
、
茶
道
と
の
つ
な
が
り

を
踏
ま
え
て
花
道
を
論
じ
る
「
花
」
が
巻
頭

に
配
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
掲
載
順
序
の
変
更

に
は
、
戦
後
に
な
っ
て
茶
道
や
花
道
が
日
本

の
伝
統
的
な
文
化
と
し
て
国
内
外
か
ら
注
目

を
集
め
た
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
石
川
と
親
交

の
あ
っ
た
草
月
流
家
元
・
勅
使
河
原
蒼
風
が

牽
引
し
た
戦
後
の
生
け
花
界
の
様
相
と
、

「
花
」
に
見
ら
れ
る
記
述
を
照
ら
し
合
わ

せ
、
石
川
が
当
時
の
生
け
花
界
を
ど
の
よ
う

な
視
点
で
評
価
し
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に

す
る
。
ま
た
、
「
花
」
の
冒
頭
で
紹
介
さ
れ

る
『
諸
花
抛
入
指
南
聞
書
』
に
着
目
し
、
同

時
代
の
花
道
に
関
す
る
学
術
的
な
動
向
と
も

照
ら
し
合
わ
せ
、
従
来
の
研
究
で
等
閑
視
さ

れ
て
き
た
石
川
の
花
道
に
対
す
る
眼
差
し
を

明
ら
か
に
す
る
。 

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
） 

   



日本文学協会 第 45 回研究発表大会 

2026 年 7 月 5 日（日） 中京大学 名古屋キャンパス（中京大学文学部共催） 

 

 

安
部
公
房
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ

イ
ス
ト 

佐
々
木 

幸
喜 

 

本
発
表
で
は
、
安
部
公
房
の
初
期
作
品
に

対
す
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ク
ラ
イ
ス

ト
の
影
響
を
検
討
す
る
。
二
〇
二
四
年
、

「
安
部
公
房
展
：
21
世
紀
文
学
の
基
軸
」

が
県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
で
開
か
れ
た
。

生
誕
一
〇
〇
年
を
記
念
し
て
開
か
れ
た
こ
の

特
別
展
で
出
品
さ
れ
た
資
料
群
の
一
つ
に

「
安
部
公
房 

三
〇
代
ま
で
の
蔵
書
」
が
あ

る
。
安
部
の
蔵
書
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
明

ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
し
か
し
な
が

ら
、
安
部
文
学
の
成
立
過
程
を
考
え
る
上

で
、
材
源
を
解
明
す
る
調
査
は
欠
か
せ
な

い
。
最
も
基
礎
的
な
調
査
は
、
全
集
に
収
録

さ
れ
た
安
部
や
周
辺
の
人
物
の
発
言
を
辿
る

こ
と
で
あ
る
。
全
集
で
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
の

作
家
、
特
に
リ
ル
ケ
あ
る
い
は
カ
フ
カ
に
関

す
る
言
及
が
多
く
見
ら
れ
る
（
糸
賀 

二
〇

二
四
）
一
方
で
、
同
じ
ド
イ
ツ
語
圏
作
家
で

あ
る
ク
ラ
イ
ス
ト
に
関
す
る
安
部
の
発
言
は

確
認
で
き
な
い
。
ク
ラ
イ
ス
ト
の
喜
劇
『
壊

れ
甕
』
（
一
八
〇
八
初
演
）
が
蔵
書
に
含
ま

れ
て
い
た
こ
と
は
重
要
な
発
見
で
あ
る
。
安

部
の
処
女
戯
曲
「
少
女
と
魚
」
（
一
九
五

三
）
な
ど
へ
の
影
響
関
係
を
考
え
た
い
。 

（
京
都
大
学
） 

   

味
の
薄
れ
た
趣
味
の
使
い
方 

―
―

永
井
荷
風
「
吾
妻
橋
」
を
視
座
と
し
て

―
―
 

張 

怡 

  
永
井
荷
風
文
学
に
お
け
る
橋
は
、
そ
の
上

か
ら
見
え
る
風
景
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
荷
風

の
江
戸
趣
味
・
文
明
批
評
的
な
態
度
を
示
す

都
市
表
象
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。 

 

都
市
を
観
察
す
る
拠
点
で
あ
る
と
同
時

に
、
橋
は
別
の
空
間
、
場
面
に
入
る
境
目
で

も
あ
る
。
特
に
荷
風
が
晩
年
に
ほ
ぼ
毎
日
市

川
か
ら
浅
草
に
赴
く
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

吾
妻
橋
は
見
逃
せ
な
い
通
り
道
だ
と
言
え

る
。
し
か
も
、
荷
風
は
木
橋
か
ら
鉄
橋
に
改

築
さ
れ
た
吾
妻
橋
に
不
満
を
持
っ
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
晩
年
に
「
吾
妻
橋
」
と
い

う
題
名
を
掲
げ
、
橋
自
体
よ
り
道
子
と
い
う

街
娼
を
中
心
に
据
え
る
作
品
を
執
筆
し
て
い

る
。
こ
こ
か
ら
は
、
吾
妻
橋
と
い
う
場
所

が
、
街
娼
を
描
く
こ
と
と
如
何
な
る
関
係
を

結
ん
で
い
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
浮
上
す

る
。 

 

以
上
を
踏
ま
え
、
本
発
表
は
「
吾
妻
橋
」

を
視
座
に
し
、
作
中
に
お
け
る
吾
妻
橋
の
意

味
と
機
能
を
分
析
し
た
上
で
、
荷
風
に
と
っ

て
伝
統
趣
味
の
魅
力
を
失
っ
た
は
ず
の
も
の

を
再
び
作
品
に
取
り
込
む
行
為
が
、
荷
風
文

学
に
と
っ
て
如
何
な
る
意
味
を
持
っ
て
い
る

の
か
を
明
ら
か
に
す
る
。 

（
東
北
大
学
） 

   

円
地
文
子
『
な
ま
み
こ
物
語
』
に
お
け
る
一

條
帝 
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―
―

『
う
つ
ほ
物
語
』
『
源
氏
物
語
』
と
の

比
較
か
ら―

―
 

増
田 

祐
希 

 

『
な
ま
み
こ
物
語
』
（
昭
和
三
四
～
四
〇

年
）
は
、
円
地
文
子
の
代
表
作
で
あ
り
、
多

く
の
論
者
に
よ
っ
て
定
子
と
帝
と
の
愛
を
中

心
に
捉
え
た
「
純
愛
物
語
」
と
読
ま
れ
て
き

た
。
そ
の
た
め
、
定
子
が
純
愛
物
語
に
ふ
さ

わ
し
い
ヒ
ロ
イ
ン
と
し
て
描
か
れ
、
さ
ら
に

は
『
源
氏
物
語
』
の
桐
壺
更
衣
と
類
似
し
て

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
純
愛
物
語
の
片
翼
を
担
う
は
ず
の
一

條
帝
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
定
子
の
髪
に
く

る
ま
る
場
面
に
お
け
る
一
條
帝
を
『
う
つ
ほ

物
語
』
の
仲
忠
と
、
定
子
の
葬
送
の
場
面
に

お
け
る
一
條
帝
を
『
源
氏
物
語
』
の
桐
壺
帝

と
比
較
し
、
一
條
帝
の
人
物
像
を
考
え
て
い

き
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
近
代
に
書
か
れ
た

純
愛
物
語
と
し
て
の
『
な
ま
み
こ
物
語
』

が
、
一
條
帝
を
は
じ
め
と
す
る
愛
す
る
人
の

死
に
立
ち
合
え
な
か
っ
た
す
べ
て
の
者
の
魂

を
救
済
す
る
物
語
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
。 

（
愛
知
県
立
千
種
高
等
学
校
） 

   

カ
フ
カ
と
「
書
く
こ
と
」 

―
―

倉
橋
由
美
子
初
期
小
説
再
考 

韓 

雨
彤 

 

倉
橋
由
美
子
は
カ
フ
カ
を
「
文
学
的
青

春
」
と
位
置
づ
け
、
評
論
や
創
作
を
通
じ
て

カ
フ
カ
と
の
強
い
関
係
性
を
示
し
続
け
て
い

る
。
先
行
研
究
に
よ
り
そ
の
受
容
は
検
討
さ

れ
て
き
た
が
、
作
家
の
言
説
へ
の
依
拠
が
大

き
く
、
個
々
の
テ
ク
ス
ト
に
即
し
た
考
察
は

十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

そ
こ
で
本
発
表
は
、『
婚
約
』（『
新
潮
』

一
九
六
〇
年
八
月
号
）
を
は
じ
め
と
す
る
初

期
小
説
群
全
体
を
対
象
に
、
倉
橋
の
カ
フ
カ

受
容
を
「
書
く
こ
と
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
の

次
元
か
ら
再
検
討
す
る
。『
婚
約
』
は
、
カ

フ
カ
をK

と
し
て
作
中
に
「
連
行
し
て
行
動

さ
せ
て
み
た
も
の
」
で
あ
り
「
小
説
の
形
を

と
っ
た
カ
フ
カ
に
対
す
る
批
評
」
と
自
身
が

述
べ
た
作
品
で
あ
る
。
テ
ク
ス
ト
に
織
り
込

ま
れ
た
カ
フ
カ
の
断
片
が
「
書
く
こ
と
」
を

め
ぐ
る
主
題
と
い
か
に
共
鳴
し
て
い
る
か
を

精
査
し
、
カ
フ
カ
文
学
に
お
け
る
「
書
く
こ

と
」
の
構
造
を
倉
橋
が
い
か
に
読
み
替
え
、

自
ら
の
テ
ク
ス
ト
へ
と
再
組
織
化
し
た
の
か

を
分
析
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
両
者
の
創
造

的
な
対
話
関
係
を
浮
き
彫
り
に
す
る
。 

（
名
古
屋
大
学
大
学
院
） 

   

ポ
ス
ト
リ
ブ
の
ピ
ル
小
説 

三
林 

優
樹 

 

五
〇
年
代
後
半
に
研
究
開
発
さ
れ
た
ピ
ル

（
経
口
避
妊
薬
）
は
、
そ
の
是
非
が
様
々
に

争
点
化
さ
れ
て
き
た
が
、
七
〇
年
代
リ
ブ
で

あ
る
中
ピ
連
の
活
動
を
経
る
こ
と
で
、
「
産

む
」
こ
と
の
自
己
決
定
権
を
追
求
す
る
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
の
問
題
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意
識
や
意
義
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
ピ
ル
に

つ
い
て
は
大
庭
み
な
子
を
は
じ
め
と
し
て
少

な
く
な
い
作
家
に
よ
っ
て
主
題
化
さ
れ
て
き

た
が
、
そ
の
文
学
的
意
義
に
つ
い
て
は
体
系

的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
な
い
。
本
発
表
で

は
、
七
〇
年
代
末
か
ら
八
〇
年
代
の
ポ
ス
ト

リ
ブ
期
に
発
表
さ
れ
た
見
延
典
子
や
富
岡
多

惠
子
の
ピ
ル
を
め
ぐ
る
作
品
を
検
討
す
る
こ

と
で
、
ピ
ル
小
説
を
リ
ブ
後
の
文
学
表
現
と

し
て
文
学
史
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
分
析
で
は
「
産
む
」
こ
と
の
自
己

決
定
と
と
も
に
、
避
妊
に
関
す
る
男
性
主
体

の
語
り
に
注
目
し
、
男
性
の
生
殖
責
任
の
議

論
と
接
続
さ
せ
る
こ
と
で
、
再
生
産
領
域
の

再
配
置
を
め
ぐ
る
政
治
を
考
察
す
る
。
ピ
ル

を
単
な
る
文
学
上
の
一
素
材
で
は
な
く
、
再

生
産
領
域
の
言
語
表
現
と
し
て
再
考
す
る
こ

と
を
試
み
た
い
。 

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
） 

   

村
上
龍
『
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
マ
イ
・
フ
レ
ン

ド
』
に
お
け
る
「
非
人
間
」
的
存
在
と
生
命

の
力
学 

―
―

ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
視
座
か
ら

の
再
読―

―
 

坂
本 

雛
美 

 

本
発
表
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
論
じ

ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ポ
ス
ト
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
の
視
座
か
ら
、
村
上
龍
『
だ
い
じ
ょ

う
ぶ
マ
イ
・
フ
レ
ン
ド
』
（
一
九
八
三
）
を

再
読
す
る
試
み
で
あ
る
。
同
作
は
、
飛
べ
な

く
な
っ
た
ス
ー
パ
ー
マ
ン
で
あ
る
ゴ
ン
ジ

ー
・
ト
ロ
イ
メ
ラ
イ
と
三
人
の
青
少
年
、
そ

し
て
ゴ
ン
ジ
ー
の
細
胞
を
狙
う
巨
大
企
業

「
ド
ア
ー
ズ
」
と
の
対
決
を
描
く
。
ゴ
ン
ジ

ー
は
、
見
せ
物
、
超
人
的
英
雄
、
実
験
動
物

と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
で
、
徹
底
的
に
「
人

間
」
か
ら
排
除
さ
れ
た
存
在
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
る
。
対
す
る
科
学
企
業
「
ド
ア
ー

ズ
」
は
非
暴
力
と
博
愛
を
歌
い
な
が
ら
、
生

命
を
管
理
・
操
作
し
、
世
界
を
人
間
中
心
主

義
的
に
統
制
し
よ
う
と
志
向
す
る
。
本
発
表

で
は
、
こ
う
し
た
両
者
の
対
立
構
造
に
着
目

し
、
生
命
を
め
ぐ
る
権
力
と
排
除
の
力
学
を

分
析
す
る
。
そ
の
上
で
ゴ
ン
ジ
ー
の
寄
る
辺

な
さ
か
ら
「
他
者
」
の
声
を
読
み
取
り
、
人

間
中
心
主
義
的
な
「
人
間
」
概
念
の
再
検
討

を
試
み
る
。 

（
青
山
学
院
大
学
大
学
院
） 

   

◆
第
四
会
場 

0810

教
室 

 

一
三
時
二
〇
分
開
始 

 

司
馬
遼
太
郎
『
韃
靼
疾
風
録
』
に
お
け
る
日

本
人
像 

―
―

華
夷
秩
序
と
蛮
性
の
表
象
を
中
心
に 

矢
口 

楓 

 

本
発
表
で
は
、
司
馬
遼
太
郎
『
韃
靼
疾
風

録
』
（
一
九
八
七
年
）
に
お
け
る
、
日
本
人

の
表
象
を
考
察
す
る
。
同
作
を
含
む
司
馬
作

品
に
お
い
て
は
、
「
日
本
人
」
が
様
々
な
形

で
、
時
に
構
築
的
に
描
か
れ
て
い
る
。
同
作
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の
主
人
公
庄
助
は
、
平
戸
に
漂
流
し
て
き
た

ア
ビ
ア
を
女
真
の
も
と
に
送
り
届
け
る
と
い

う
任
務
の
た
め
「
韃
靼
」
の
地
へ
赴
く
。
一

七
世
紀
初
頭
に
お
け
る
明
の
衰
退
や
女
真
諸

集
団
の
争
い
な
ど
を
背
景
と
し
た
対
立
か
ら

逃
れ
る
た
め
、
庄
助
は
日
本
を
代
表
す
る
役

人
、
ア
ビ
ア
は
庄
助
の
妻
と
い
う
設
定
の
も

と
生
活
を
送
る
。
そ
の
後
も
庄
助
は
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
揺
ら
ぎ
を
感
じ
つ
つ
、
複
数

の
社
会
的
地
位
を
確
立
す
る
。
同
作
に
お
け

る
庄
助
の
「
日
本
人
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
は
、
庄
助
に
内
的
焦
点
化
し
た
語
り

に
よ
っ
て
た
び
た
び
示
さ
れ
る
。
ま
た
そ
う

し
た
「
日
本
人
」
性
は
、
庄
助
の
髪
型
と
し

て
表
れ
て
い
る
。
他
に
も
同
作
に
お
け
る
髪

型
は
、
ト
イ
ン
ビ
ー
が
唱
え
た
華
夷
秩
序
の

位
置
づ
け
と
重
な
る
か
た
ち
で
、
各
集
団
を

表
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。 

（
青
山
学
院
大
学
大
学
院
） 

   

目
取
真
俊
「
マ
ー
の
見
た
空
」
論 

―
―

忘
却
の
忘
却
を
問
う 

劉 

榕
シ
ン 

 

目
取
真
俊
「
マ
ー
の
見
た
空
」
（
一
九
八

五
）
は
、
沖
縄
の
パ
イ
ン
工
場
に
出
稼
ぎ
に

来
た
台
湾
の
女
性
と
地
元
の
男
性
と
の
間
に

生
ま
れ
た
「
混
血
児
」
マ
ー
を
中
心
に
展
開

す
る
作
品
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、

「
混
血
児
」
と
し
て
の
境
界
的
身
体
、
性
暴

力
を
め
ぐ
る
表
象
政
治
、
い
じ
め
表
象
と
い

っ
た
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
物
語
内
現
在
に
呼
び
起
こ
さ
れ
る

「
僕
」
の
マ
ー
を
め
ぐ
る
記
憶
の
断
片
や
幻

想
が
差
し
挟
ま
れ
、
現
在
と
過
去
、
現
実
と

幻
想
を
往
還
し
な
が
ら
進
行
す
る
本
作
の
構

成
や
、
「
僕
」
が
村
か
ら
姿
を
消
し
た
マ
ー

の
存
在
の
痕
跡
を
辿
る
過
程
で
、
か
つ
て
マ

ー
か
ら
性
的
暴
行
を
受
け
たM

が
果
た
す
媒

介
的
な
役
割
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
検
討
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
発
表
で
は
、
こ
れ
ら

の
点
を
踏
ま
え
、
「
マ
ー
の
見
た
空
」
に
お

け
る
マ
ー
を
め
ぐ
る
忘
却
の
あ
り
様
を
考
察

す
る
こ
と
で
、
同
時
代
に
お
け
る
「
混
血

児
」
を
め
ぐ
る
記
憶
の
選
別
の
構
造
と
、
そ

の
結
果
と
し
て
不
可
視
化
さ
れ
る
忘
却
そ
の

も
の
を
、
本
作
が
い
か
に
問
う
て
い
る
の
か

を
明
ら
か
に
す
る
。 （

早
稲
田
大
学
大
学
院
） 

   

言
葉
の
〈
ヴ
ァ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
〉
、
〈
ヴ

ァ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
〉
の
言
葉 

―
―

中
上
健
次
『
日
輪
の
翼
』
論 

李 

在
昶 

 

本
発
表
は
、
中
上
健
次
の
『
日
輪
の
翼
』

を
、
作
者
固
有
の
〈
ヴ
ァ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ

ン
〉
と
い
う
概
念
を
手
が
か
り
に
再
読
し
、

天
皇
（
制
）
を
扱
う
本
作
の
方
法
論
的
特
質

を
解
明
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
、
本
作
は

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
な
移
動
と
い
う
観
点
か
ら

論
じ
ら
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
作
中
に
遍
在
す

る
揺
ら
ぎ
や
振
動
の
モ
チ
ー
フ
に
は
十
分
な

注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
本

発
表
で
は
、
登
場
人
物
の
性
質
の
揺
ら
ぎ
・
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車
体
の
振
動
・
言
葉
を
触
発
す
る
音
に
着
目

し
、
本
作
に
お
け
る
主
人
公
た
ち
の
移
動

が
、
単
な
る
フ
ラ
ッ
ト
な
移
動
で
は
な
く
、

立
体
的
か
つ
重
層
的
な
も
の
と
し
て
構
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う

し
た
揺
ら
ぎ
や
振
動
が
〈
ヴ
ァ
イ
ブ
レ
ー
シ

ョ
ン
〉
概
念
と
連
関
し
て
い
る
こ
と
を
示

し
、
そ
の
移
動
が
〈
う
つ
ほ
〉
た
る
皇
居
の

重
力
を
露
呈
さ
せ
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
逆

用
す
る
手
法
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
。
以
上
を
通
し
て
、
本
作
を

天
皇
に
統
治
さ
れ
る
言
葉
か
ら
の
離
脱
を
志

向
す
る
〈
異
貌
の
言
葉
〉
を
模
索
し
た
実
践

と
し
て
位
置
づ
け
直
す
。 

（
東
京
大
学
大
学
院
） 


